
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

お問合せ先：TEL 0263-53-8822      

 講師名と講座名（収録時間） おすすめしたいポイント 

1 
松本大学教授 白戸 洋 

これからの生涯学習～基礎～（45分）

 公民館の果たす役割とは何かを基礎から学ぶ。スタートラ

インについた公民館関係者には絶対お薦めです。 

2 
臨床心理士 小木曽 計男 
子どもの心根を感じよう①～不登校の子どもたち～（105分）

 親も子も苦しい不登校。「安心」「自信」「居場所」をキー

ワードに子どもの視点で不登校を語ります。 

3 
TERU ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｽﾃｰｼﾞ代表 渡辺 照子 
子どもの心根を感じよう②～心を結ぶコーチング～（150分）

 「あなたのことが大切」 そのメッセージが自立を支える。

演習を通して子どもの心に届く・響く関わり方を学びあう。

4 
宇都宮大学准教授 佐々木 英和 
スキルアップ！コミュニケーション～心をつなぐひとづくり～（100分）

 「コミュニケーション＝お互いに分かり合うこと」をワー

クショップで体得し、日常的なスキルの習得をめざします。

5 
茨城大学准教授 長谷川 幸介 

まちづくりはじめの一歩～生涯学習事始～（105分）

 生涯学習の目指すところが明らかになります。生涯学習に

初めて関わる方には最適です。 

6 
飯田市ひさかた風土舎 長谷部 三弘 

私の生涯学習歴Ⅰ（60分）

 地域の活性化は、地区住民が「楽しく、長く、まずやって

みる」ことと、 実践者からの呼びかけです。 

7 
NPO教育支援協会代表理事 吉田 博彦 

大好き！公民館～まちの縁側づくりに男性の力を～（60分）

弱体化した地域（地縁社会）を蘇らせたい。できることは

何か。探している人に道しるべとなるヒントがいっぱい。 

8 
松本大学教授 白戸 洋 

深めよう！地域の絆～世代を越えた学びあい～（120分）

 地域が若者を育てる、若者は地域を変える。松本大学と地

域住民との交流が地域を育み若者を育む実例を紹介。 

9 
明治大学非常勤講師 堀越 喜晴 

心の障壁を越えて～レッツ！バリアオーバー～（102分）

 全盲の講師は、人との「違い」を異文化として楽しもうと

提唱。これがバリア・オーバー。新たな視点が生まれます。

10 
長野県農村文化普及協会 池田 玲子 

私の生涯学習歴Ⅱ（55分）

 地域の小さな学習活動を深めながら、稲作の食文化から地

域のコミュニテイのあり方を熱く語る。 

11 
相模女子大学教授 久保田 力 

親を育てる～「子育て支援」～（125分）

 親の自覚は、親が子育てをしてはじめて育むことができ

る。現状の「子育て代行」支援への疑問を力説。 
12 
13 

筑波大学名誉教授 小澤 俊夫 
子どもに伝えたい～「昔話の心」～（120分）／昔話のもつ魅力（159分）

 昔話に秘められた人生の知恵を分かりやすく解説。すべて

の大人に聞いてほしい、語りの実演を交えた講義。 

14 
日本図書館協会理事 常世田 良 

地域をつくる図書館（122分）

 これからの公立図書館は住民一人ひとりのシンクタンク

として情報・知識を提供することが重要であると説く。 

15 
長野県教育委員会委員長 矢﨑 和広 
「つながり」で紡ぐおらがまち～地域力を育てる～（105分）

 市民参加の官民協働について、講師が茅野市長当時に実践

した福祉、環境、教育分野の具体例を語ります。 

16 
雪の都ＧＯ雪共和国理事長 相澤 博文 

私の生涯学習歴Ⅲ（55分）

 雪国の持つハンディキャップを逆手に取り、それを素晴ら

しさとして発信するパワフルな生き方に引き込まれます。 

17 
文教大学教授 野島 正也 

地域の笑顔で輝く子ども～わがまちの学校～（10７分）

 学校支援を効果的に実施するため、学校・家庭・地域それ

ぞれの役割を明確にします。 

18 
松本大学教授 白戸 洋 

これからの生涯学習の歩む道とは？（48分）

様々な人々が様々な役割をもって地域の文化を育んでい

くためには、先を見据えた生涯学習活動が重要と語る。 
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